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進捗報告（資⾦分配団体） 
（「進捗報告」か「年度末報告」どちらの報告かが分かるようにタイトルを編集してください） 

● 提 出 ⽇ ：    2022 年  10 ⽉ 30  ⽇ 
● 事 業 名 ： ⼦ども⽀援団体の組織基盤強化 
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈パブリックリソース財団 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

⽀援地域において、実⾏団体
が今回取り組む組織基盤強化
策（例 中期計画の策定、⼈
材研修の実施、ファンドレイ
ジングの実施、ガバナンス強
化策など）が実践されること。 

組織基盤強化策（例 
中期計画の策定、⼈材
研修の実施、ファンド
レイジングの実施、ガ
バナンス強化策など）
の進捗度合い 

計 画 内 容 の
100％実施完了 

2023 年〜
2024 年 

４つの実⾏団体において、それぞれが設定し
た組織基盤強化策に取り組み、ほぼ計画どお
りの進捗となっている。 
【発達わんぱく会】 
・取り組み内容：ノウハウの⾔語化 
・達成状況：発達障がいを持つ⼦どもたちを
対象とした療育のノウハウ、およびスタッフ
育成の道筋をまとめた「こっこの地図」の初
版が完成。新⼈研修での活⽤が始まった。 
【ブリッジフォースマイル】 
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・取組み内容：広報強化による財源拡⼤ 
・達成状況：HP、パンフレット、年次報告書
のリニューアルが完了。運⽤の年間計画が出
来上がった。ファンドレイジングチームの結
成および戦略策定が進⾏中である。 
【無限】 
・取り組み内容：組織開発 
・達成状況：キャリア研修を経て、職員が⾃
⾝のキャリアプランを策定・更新されるよう
になった。組織ビジョン・ミッション・バリ
ューが明⽂化され、浸透研修が⾏われた。既
存制度からホラクラシー体制に切り替えが
⾏われた。 
【ちゅらゆい】 
・取り組み内容：⾃主財源の開拓、ノウハウ
移転、⼈材・リーダーシップ育成 
・達成状況：⼦どもの居場所の継続について
は試⾏錯誤しつつ展望が固まってきた（⼀旦
は委託事業として継続するが、⾃主財源を獲
得し運営するための戦略を準備・展開中）。書
籍化は遅れているが年明け 1⽉完成予定。職
員研修は、新たな専⾨的⽀援者を得て活発化
している。 
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【⾮資⾦的⽀援】 
アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

 

⽀援地域において、実⾏団体が
今回取り組む組織基盤強化策
（例 中期計画の策定、⼈材研
修の実施、ファンドレイジング
の実施、ガバナンス強化策な
ど）についての知識を得る 

組織基盤強化策につ
いての理解の度合い 

初期値からの改
善⽬標を設定す
る。 

2023 年〜
2024 年 

組織診断の診断シートに回答するプロセス
が、実⾏団体が組織基盤強化策についての
知識を得る機会となった。また、応募段階
で相談を受けた際に⾏ったアドバイスや、
定例会でのアドバイス、および組織診断結
果のフィードバックにより、実⾏団体が組
織基盤強化策についての知識を得る機会と
なった。 

２ 

⽀援地域において、実⾏団体が
今回取り組む組織基盤強化策
が具体的になる。 

組織基盤強化策の計
画の策定 

初期値からの改
善⽬標を設定す
る。 

2023 年〜
2024 年 

応募段階での相談や、組織診断、ロジック
モデル作成⽀援、定例会などの機会を使っ
て⽀援することにより、課題の整理と明確
化が進み、今回取り組む組織基盤強化策が
具体的になった。 
【発達わんぱく会】 
・ノウハウの⾔語化 
【ブリッジフォースマイル】 
・広報強化による財源拡⼤ 
・中期計画の策定 

２ 
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【無限】 
・組織開発 
【ちゅらゆい】 
・⾃主財源の開拓、ノウハウ移転、⼈材・リ
ーダーシップ育成 

⽀援地域において、実⾏団体が
今回取り組む組織基盤強化策
について団体内の合意形成が
できる。 

組織基盤強化策につ
いての合意形成 

初期値からの改
善⽬標を設定す
る。 

2023 年〜
2024 年 

今回取り組む組織基盤強化策について団体
内の合意形成ができる組織診断や、ロジッ
クモデル作成⽀援、中間評価等の機会にな
るべく多くのスタッフに参加してもらうな
どにより、団体内の合意形成が進んだ。 

２ 

⽀援地域において、実⾏団体が
今回取り組む組織基盤強化策
の実践上の課題が解決される。 

組織基盤強化策につ
いての課題の解決 

初期値からの改
善⽬標を設定す
る。 

2023 年〜
2024 年 

【発達わんぱく会】 
・課題：ノウハウの⾔語化をどのように進
めたらよいか →専⾨家を紹介し、必要に
応じて介⼊を⾏うことで、課題が解決され
ている。 
【ブリッジフォースマイル】 
・課題：広報強化の⽬的と体制をどのよう
に設定するか →ロジックモデル策定⽀援
の過程で代表を交えて整理した。体制につ
いては相談に乗るなどして実践上の課題が
解決している。 
【無限】 
・実践上の課題は特に⽣じていない 

２ 
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【ちゅらゆい】 
・課題：外部環境の変化が⼤きいことと、組
織改⾰が必要な時期であることが重なり、
試⾏錯誤をしている。中間層のリーダーシ
ップ育成も課題。 →共に課題の整理を⾏
い、リーダーシップ育成の⽀援を⾏うこと
で、課題の解決が進みつつある。 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  1.達成の⾒込み   

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
☐変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  þ 短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

6.(任意)⾮資⾦的⽀援の活動に関する報告 
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②  広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ 広報制作物に表⽰している  
þ 報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
 なし 

2.広報制作物等 
 なし 

3.報告書等 
 なし 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
なし（2022 年度に成果報告会（仮）の実施を計画中） 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1 枚２MG 以下、3〜4 枚程度） 
 
  


